
１ 茂原市茂原の六
ろく

斎
さい

市
いち

の景観 

六斎市は、江戸時代の初期、徳川家康の家臣・大
おお

久
く

保
ぼ

忠
ただ

佐
すけ

によって、

茂原（毎月４日・９日）、本納（１日・６日）、長南（２日・７日）、一

宮（５日・10 日）、大網（３日・８日）の５か所で開かれたのが始まり

とされており、東上総地方の重要な交易の場となっていた。茂原の六

斎市はかつて本宿（本町）、新宿（昌平町）、新町（通町）の３か所で

行われて大いに賑わったが、現在は昌平町のみで行われ、往時の賑わ

いを偲ぶことができる。 

 

２ 勝浦市鵜
う

原
ばら

・興津
お き つ

・浜行川
はまなめかわ

等の漁村景観 

勝浦市鵜原から行川にかけては、海岸線に切り立った崖が続く風光
ふうこう

明媚
め い び

な景観が広がる。勝浦市守谷
も り や

の海蝕
かいしょく

洞穴
どうけつ

・・こうもり穴遺跡から３

世紀頃のアワビ殻が多量に出土しているように、古くからアワビ漁等

を始めとする磯での漁業が盛んで、松部
ま つ べ

、鵜原、興津、浜行川、吉尾
よ し お

の入り江の奧には山を背負った漁村集落が営まれ、現在も沿岸漁業の

拠点となっている。 

 

３ 勝浦市勝浦漁港と朝市景観 

勝浦漁港は、県内第２位の漁獲量で、特にカツオ漁については、三重県、宮

崎県、高知県といった他県からの漁船も多く寄港する基地である。カツオの水

揚げは全国有数である。また勝浦市内で開かれる朝市は、天正 18年（1590）に

この地の領主となった植村
うえむら

泰
やす

忠
ただ

が始めたもので、明治時代以降、毎日開かれる

ようになり、海や山の幸が賑やかに取引されている。 

 

 

 

４ いすみ市夷隅
い す み

川中流の山城と水田景観 

夷隅川は、勝浦市の山中に源とする、県内最大の流域面積を誇る二

級河川である。中流域のいすみ市内、周囲を丘陵に囲まれた広々とし

た水田景観が広がる。ここは古代以来、開発が進められた地域で、古

代寺院の法
ほっ

興寺
こ う じ

、鎌倉・室町時代の荘園跡も残されている。特に戦国

時代には、平野の周辺の丘陵部に土岐
と き

氏の万喜
ま ん ぎ

城跡
じょうあと

、日本画の狩野派

の祖・狩野
か の う

正信
まさのぶ

の出身地とされる大野城跡などがある。国指定天然記念物のミヤコタナゴの生息地でも

ある。 

「ちば文化的景観」（６）風光明媚な海山と古寺、城のゾーン 



 

５ いすみ市内の槇
まき

の生垣集落の景観 

旧岬町から旧大原町に通じる旧街道沿いを中心に、いすみ市内には、

屋敷の周囲を槇の生け垣で囲んだ沿道景観が多く残されている。太平

洋からの強い風を防ぐためや防犯上に作られたものであると思われ、

安房地域の槇の生け垣集落の景観とともに、地域の生活を象徴する伝

統的な文化的景観である。 

 

 

６ 長南町坂本の蓮田景観 

長南町には一宮川の支流・三途
さ ん ず

川
がわ

や埴生
は ぶ

川
がわ

が流れ、奥行きのある谷

が多数作られている。この谷の谷津田に作られているのが蓮田で、長

南町は県内最大のレンコン生産地となっている。この地域の蓮田栽培

の歴史は古く江戸時代にさかのぼるが、本格的なレンコン栽培は昭和

45 年（1970）以降で、特に蓮田が多い長南町坂本地区では、夏の緑の

木々に囲まれた谷津田にピンクの蓮の花が開く光景が広がる。 

 

７ 長南町笠森寺・睦沢町妙
みょう

楽寺
ら く じ

・一宮町東浪見寺
と ら み じ

と自然林の山寺景観 

笠森寺は平安時代初期の創建と伝えられ、妙楽寺・東浪見寺には平

安時代の仏像が残り、いずれも房総を代表する古刹である。これらの

寺は房総丘陵内にあり、周囲には寺の聖域として守られてきた自然林

が残され、古代以来の山寺の清浄な景観を体感できる。 

 

 

 

８ 大多喜町大多喜城の城下町景観 

大多喜は天正 18 年（1590）、徳川家康の重臣・本多忠勝
ほんだただかつ

が 10万石で

大多喜城に入ったことを契機とし城下の整備が行われ、城の東側の街

道に沿って商家、茶屋、旅籠などが軒を連ね、根小屋七町と呼ばれる

城下町が成立した。現在も直角に曲がる街路や重要文化財の渡辺家住

宅など、江戸時代の雰囲気が町並みの随所に残されている。 

 

 

 

 



９ 御宿町御宿の海岸景観と月の沙漠 ドン・ロドリゴ上陸地 

網代
あ じ ろ

湾
わん

に面して延長約２km の広い砂浜があり、澄んだ海と白い砂浜、その

背後の緑の丘陵が一つにまとまって美しい景観を形作っている。大正２年

（1912）、鉄道が開通して以来、海辺の砂浜は、海水浴場として賑わうように

なり、現在も多くの海水浴客が訪れ、観光地としての新たな景観が生まれて

いる。この砂浜は、大正 12 年（1923）、加藤まさをが童謡「月の沙漠」を作

詞した舞台としても知られ、砂浜には海に面し王子・王女の像が建てられて

いる。 

また、岬を隔てた東側の海岸は、慶長 19年（1609）、メキシコに帰る途中

の前フィリピン総督、ドン・・ロドリゴが遭難し、地元の人々に救助された所で、日本とメキシコの国際

交流の起点となった場所である。 


